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「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

草　

野　

友　

子

　

二
〇
〇
九
年
三
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
懐

徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
が
公
開
さ
れ
た
。「
懐
徳
堂
史

跡
マ
ッ
プ
」
と
は
、
懐
徳
堂
に
関
連
す
る
史
跡
を
紹

介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
作

成
経
緯
と
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
、「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」の
作
成
経
緯

　
「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
創

立
百
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、湯
浅
邦
弘
教
授（
大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
の
指
示
の
も
と
、
二

〇
〇
八
年
の
夏
よ
り
制
作
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で

懐
徳
堂
に
関
連
す
る
史
跡
に
つ
い
て
個
々
に
書
か
れ

た
も
の
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
地
図
と

共
に
紹
介
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
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タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
懐
徳
堂
の
史
跡
を
示
す
地
図
を
公
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
は
、
年
度
ご
と
に
段
階
的
に
更
新
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
作
業
に
着
手
し
た
二
〇
〇
八
年
度
を

第
一
期
と
し
て
、
そ
の
詳
細
を
報
告
し
て
い
き
た
い
。

URL : http://www.let.osaka-u.ac.jp/kaitokudo/historicmap/index.html

　
「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」作
成
の
際
、基
礎
資
料
と
し
た
の
は『
懐

徳
堂
事
典
』（
湯
浅
邦
弘
編
著
、大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
一
年
）

の
第
八
章
「
懐
徳
堂
関
係
施
設
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
、
さ
ら

に
調
査
を
進
め
、
第
一
期
で
は
三
十
箇
所
を
関
係
史
跡
と
し
て
提

示
し
た
。
史
跡
に
つ
い
て
は
す
べ
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
実
地

調
査
と
写
真
撮
影
は
、
大
阪
大
学
の
学
生
が
行
っ
た
。

第
一
期
・
調
査
メ
ン
バ
ー

�

（
括
弧
内
は
、
二
〇
〇
八
年
度
当
時
の
所
属
）

　

草
野
友
子
（
大
阪
大
学
大
学
院
生
、
中
国
哲
学
研
究
室
）

　

金
城
未
来
（
同
）

　

中
村　

翼
（
同
、
日
本
史
学
研
究
室
）

　

南
浦
孝
之
（
大
阪
大
学
文
学
部
学
生
、
中
国
哲
学
研
究
室
） 

　

懐
徳
堂
は
建
物
自
体
が
現
存
せ
ず
、
記
念
碑
が
残
る
の
み
で
あ

る
。そ
こ
で
、第
一
期
で
は
大
阪
府
内
に
数
多
く
残
る
懐
徳
堂
ゆ
か

り
の
人
物
の
墓
碑
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
他
の
私
塾

の
跡
地
や
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
資
料
を
所
蔵
す
る
図
書
館
や
博
物

館
な
ど
の
関
係
施
設
も
史
跡
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
史
跡
一
覧
（
第
一
期
）

（
大
阪
・
大
坂
）

◦
記
念
碑　

懐
徳
堂
旧
阯
碑
、
重
建
懐
徳
堂
跡

◦
墓　

碑　

�

神
光
寺
（
三
宅
石
庵
・
春
楼
の
墓
）、
誓
願
寺
（
中

井
一
族
墓
所
）、
九
品
寺
（
五
井
持
軒
の
墓
）、
実
相

寺
（
五
井
蘭
洲
の
墓
）、
浄
春
寺
（
麻
田
剛
立
の
墓
）、

善
導
寺
（
山
片
蟠
桃
の
墓
）、
隆
専
寺
（
早
野
仰
斎
・

橘
隧
・
思
斎
の
墓
）、
万
福
寺
（
三
村
崑
山
の
墓
）、

梅
松
院（
越
智
高
洲
・
片
山
北
海
の
墓
）、西
照
寺（
富

永
芳
春
・
仲
基
の
墓
）

◦
私　

塾　

含
翠
堂
跡
、
洗
心
洞
跡
、
泊
園
書
院
跡
、
適
塾

◦
施　

設　

�

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
記
念
会

事
務
局
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
大
学

総
合
学
術
博
物
館
・
待
兼
山
修
学
館
、
大
阪
大
学
中

之
島
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
池
田

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

懐徳堂研究　第 1 号　平成 22 年 2 月 28 日

146



（
関
西
）

◦
兵
庫
県　

た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
、照
円
寺
、投
石

◦
京
都
府　

伊
藤
仁
斎
宅
（
古
義
堂
）
跡
並
び
に
書
庫
、
冷
声
院

◦
奈
良
県　

古
梅
園

（
全
国
）

◦
東
京
都　

湯
島
聖
堂　

昌
平
黌
・
昌
平
坂
学
問
所

二
、「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」（
第
一
期
）の
構
成

　
「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
は
、
懐
徳
堂
の
主
な
史
跡
を

Google M
ap

と
連
動
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
表

示
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
作

成
は
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
協
力
を
得
た
。

　

構
成
は
、
メ
イ
ン
画
面
で
あ
る
「
地
図
」、
関
係
史
跡

を
ま
と
め
た
「
史
跡
一
覧
」、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
表
示
し

た
「
お
す
す
め
ル
ー
ト
」
の
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

（
１
）「
地
図
」

　
「
大
阪
」「
関
西
」「
全
国
」
に
大
別
し
て
表
示
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
史
跡
に
つ
い
て
写
真
付
き
で
解
説
す
る
。

　
「
大
阪
」「
関
西
」「
全
国
」
別
の
地
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地

図
左
上
の
バ
ー
を
ド
ラ
ッ
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
拡
大
・

縮
小
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、Google M

ap

の
特
性
を
活
か
し
、「
地

図
」「
航
空
写
真
」「
地
図
＋
写
真
」
の
三
種
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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地
図
上
の
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
下
部
に
詳
細
な
解
説

と
関
連
写
真
が
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
図
上
の
吹
き
出
し
に
簡

易
説
明
が
表
示
さ
れ
る
。
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（
２
）「
史
跡
一
覧
」

　

関
連
史
跡
を
一
覧
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
地
と
ア
ク
セ

ス
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
左
側
が
目
次
と
な
っ
て
お
り
、
項
目

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、右
側
に
該
当
箇
所
の
情
報
が
表
示
さ
れ
る
。

（
画
像
は
第
二
期
（
二
〇
〇
九
年
度
）
更
新
版
の
も
の
）
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（
３
）「
お
す
す
め
ル
ー
ト
」

　

懐
徳
堂
の
史
跡
を
効
率
よ
く
め
ぐ
る
た
め
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

提
示
し
て
い
る
。
第
一
期
で
は
、
懐
徳
堂
史
跡
「
墓
碑
め
ぐ
り
」

を
お
す
す
め
ル
ー
ト
と
し
て
提
示
し
た
。
大
阪
市
内
に
は
懐
徳
堂

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
墓
碑
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
場
所
が
密

集
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

密
集
地
で
あ
る
南
森
町
周
辺
を
A
、
谷
町
周
辺
を
B
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
な
地
図
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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三
、
第
二
期
（
二
〇
〇
九
年
度
）
の
作
成

　

第
一
期
（
二
〇
〇
八
年
度
）
作
成
の
際
に
残
っ
た
課
題
は
、
①

さ
ら
に
史
跡
の
調
査
を
進
め
て
点
数
を
増
や
す
、
②
「
史
跡
一
覧
」

か
ら
メ
イ
ン
画
面
（「
地
図
」）
に
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

③
お
す
す
め
ル
ー
ト
を
増
や
す
、
の
三
点
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て

は
、
大
阪
府
内
で
あ
っ
て
も
諸
般
の
都
合
で
調
査
に
行
け
な
か
っ

た
史
跡
が
多
数
あ
っ
た
。
特
に
重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
史
跡
は
、

第
一
期
で
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
に
あ

る
史
跡
を
最
優
先
と
し
た
た
め
、
関
西
・
全
国
の
史
跡
が
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
②
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
お
す
す
め
ル
ー
ト
が

一
つ
し
か
提
示
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
九
年
夏
よ
り
第
二
期
作
業
が
始
ま
っ

た
。
調
査
メ
ン
バ
ー
は
、
矢
羽
野
隆
男
教
授
（
四
天
王
寺
大
学
人

文
社
会
学
部
）
と
草
野
友
子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

の
二
名
で
あ
る
。

　

第
二
期
で
は
、
関
係
史
跡
十
六
箇
所
を
新
た
に
追
加
し
た
。
懐

徳
堂
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
土
地
や
、
懐
徳
堂
と
交
流
を
持
っ
た

人
物
に
関
す
る
史
跡
な
ど
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

■
史
跡
一
覧
（
第
二
期
追
加
分
）

（
大
坂
・
大
阪
）

◦
墓　

碑　

正
通
院
（
蔀
関
月
の
墓
）

◦
私　

塾　

心
学
明
誠
舎
跡

◦
施　

設　

�

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
（
木
村
蒹
葭
堂
邸
跡
）、
大

阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
、
涓
泉
亭
（
萱
野
三
平
旧
邸
）

（
関
西
）

◦
兵
庫
県　

�

小
戸
霊
園
（
中
井
木
菟
麻
呂
の
墓
）、
龍
野
城
、
円

光
寺
、
興
福
寺
、
敬
業
館
、
安
志
藩
陣
屋
跡
・
開
善

寺
、
杉
坂
峠

◦
京
都
府　

�

長
楽
寺
（
頼
山
陽
の
墓
）、
高
山
彦
九
郎
・
皇
居
望

拝
之
像

（
全
国
）

◦
東
京
都　

ニ
コ
ラ
イ
堂
（
東
京
復
活
大
聖
堂
）

◦
岡
山
県　

稲
垣
子
華
碑

　

ま
た
、
新
た
な
お
す
す
め
ル
ー
ト
と
し
て
、「
中
井
履
軒
『
昔

の
旅
』
～
孝
子
稲
垣
子
華
を
訪
ね
る
道
～
」（
調
査
・
作
成
：
矢

羽
野
教
授
）
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
井
履
軒
が
実
体
験

に
も
と
づ
い
て
著
し
た
紀
行
体
の
物
語
『
昔
の
旅
』
に
描
か
れ
た

場
所
や
、
懐
徳
堂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
を
た
ど
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
面
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
「
史
跡
一
覧
」

と
「
地
図
」
と
の
リ
ン
ク
が
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

調
査
や
作
業
に
は
時
間
と
労
力
が
か
か
る
が
、
内
容
を
逐
次
更

新
で
き
る
と
い
う
Ｈ
Ｐ
の
利
点
を
生
か
し
、
継
続
し
た
更
新
を

行
っ
て
い
け
ば
、
充
実
し
た
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
の
み
で
止
ま
っ
て

は
な
ら
な
い
。「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
の
情
報
に
基
づ
い
て
実

際
に
史
跡
を
散
策
す
る
場
合
、
現
段
階
で
は
そ
の
情
報
を
逐
一
印

刷
す
る
か
、
閲
覧
者
自
身
で
メ
モ
を
取
る
と
い
っ
た
方
法
し
か
な

い
。
し
た
が
っ
て
、今
後
は
こ
の「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」の
デ
ー

タ
を
元
に
作
成
し
た
、「
紙
」
媒
体
で
の
マ
ッ
プ
の
作
成
が
必
要

と
な
ろ
う
。

　
「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
の
「
地
図
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

大
阪
府
内
の
多
く
の
史
跡
ポ
イ
ン
ト
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
、
大

阪
府
内
に
数
多
く
史
跡
が
あ
る
こ
と
を
視
覚
的
に
示
し
て
い
る
と

言
え
る
。「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
は
、
懐
徳
堂
の
足
跡
を
辿
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
こ
こ
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
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